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ペ
イ
オ
フ
解
禁
の
中
で
の
金

融
機
関
の
再
編
や
企
業
会
計
制

度
の
見
直
し
等
、
企
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

経
営
者
に
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
か
つ

的
確
な
「
財
務
対
策
」
・「
デ
フ

レ
時
代
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

経
営
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い

て
、
当
所
で
は
講
師
に
税
理
士

の
井
上
得
四
郎
（
い
の
う
え
と

く
し
ろ
う
）
氏
を
迎
え
、
よ
り

有
効
な
財
務
対
策
の
一
環
と
し

て
お
役
に
立
て
る
セ
ミ
ナ
ー「
経

営
者
の
た
め
の
戦
略
財
務
」
を

行
う
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参

加
費
無
料
、
定
員
一
〇
〇
名
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
当
所
経
営
支
援
課
（　

二
二

―
五
五
一
一
）
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
奈
良
）

　

佐
野
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所
で
は
、
四

月
十
五
日（
木
）午
後
一
時
三
十
分
か
ら
当
所
大
会

議
室
で
財
務
セ
ミ
ナ
ー
「
経
営
者
の
た
め
の
戦
略

財
務
」
を
開
催
す
る
。
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
佐
野

営
業
所
共
催
。

　

平
成
十
五
年
度
は
、
多
数

の
加
入
事
業
所
に
死
亡
・
災

害
・
入
院
給
付
金
を
ご
利
用

い
た
だ
い
た
た
め
、
余
剰
金

の
総
額
が
九
、
五
五
九
円
で

し
た
。
本
来
配
当
金
と
し
て

お
返
し
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

加
入
者
一
人
あ
た
り
の
単
価

が
一
円
未
満
の
た
め
お
支
払

い
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
加
入
事
業
所
の
皆

様
に
は
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

「
さ
の
桜
ま
つ
り
」
が
、
四

月
四
日（
日
）午
前
十
時
か
ら
午

後
三
時
ま
で
、
城
山
公
園
及
び

城
山
記
念
館
（
Ｊ
Ｒ
佐
野
駅
北

側
）
で
開
催
さ
れ
る
。

　

こ
れ
は
、
佐
野
市
ス
プ
リ
ン

グ
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

期
間
中
の
一
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。
今

年
は
、
デ
カ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ

ー
・
花
見
だ
ん
ご
の
ふ
る
ま
い

・
観
桜
茶
席
・
華
道
展
な
ど
が

催
さ
れ
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
う
。

　

ま
た
、
佐
野
市
商
店
連
合
会

の
協
力
に
よ
る
、
園
内
五
十
五

基
の
ぼ
ん
ぼ
り
が
灯
り
、
夜
間

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
あ
わ
せ
て
、

夜
桜
見
物
も
楽
し
め
る
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
佐
野
市

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
（　

二

〇
―
二
二
二
三
）
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
嵐
）

　

（
事　

業　

所　

名
）　
　
　

（
代

表

者

名
）　
　

（
所　
　
　

在　
　
　

地
）

グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス　
　
　
　
　
　

山　

口　

信　

一　
　

佐
野
市
高
山
町
一
七
四
五
―
一

㈲
セ
イ
ワ
パ
ッ
ケ
ー
ジ　
　
　
　

山　

本　

清　

和　
　

佐
野
市
大
橋
町
三
一
八
七
―
一

エ
キ
ス
パ
ー
ト
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
㈱
代
理
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

倉　

正　

子　
　

佐
野
市
赤
坂
町
九
八
三
―
一
六
―
一
〇
一

古
沢
ガ
ラ
ス
店　
　
　
　
　
　
　

古　

沢　

文
一
郎　
　

佐
野
市
植
野
町
一
八
五
四

㈲
須
藤
工
務
店　
　
　
　
　
　
　

須　

藤　

利　

男　
　

佐
野
市
植
上
町
一
四
〇
一
―
一

佐
藤
商
事
㈱
両
毛
営
業
所　
　
　

篠　

原　

祐　

一　
　

佐
野
市
茂
呂
山
町
六
―
一
四

フ
ァ
ミ
ー
ル
金
井　
　
　
　
　
　

金　

井　

幸　

夫　
　

佐
野
市
大
橋
町
二
〇
八
六
―
九

住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
㈱
栃
木
工
場　

千　

葉　

幸　

雄　
　

葛
生
町
朝
日
町
七
一
五

　

太
田
商
工
会
議
所
で
は
、
県

内
企
業
の
海
外
進
出
を
支
援
す

る
た
め
、
国
際
協
力
銀
行
（
Ｊ

Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
に
よ
る
海
外
投
資
に

関
す
る
情
報
提
供
や
融
資
相
談

を
行
う
「
移
動
相
談
室
」
を
十

六
年
度
、
四
回
開
催
す
る
。

　

相
談
室
で
は
、
融
資
の
相
談

に
対
応
す
る
ほ
か
、
各
国
の
投

資
環
境
や
制
度
、
進
出
手
続
き

な
ど
の
情
報
も
提
供
。
ま
た
、

中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
地
区
の
情

報
を
ま
と
め
た
冊
子
も
無
料
で

配
布
す
る
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽

に
ご
利
用
下
さ
い
。

　

国
際
協
力
銀
行
…
日
本
輸
出

入
銀
行
と
海
外
経
済
協
力
基
金

の
統
合
で
一
九
九
九
年
に
発
足

し
た
政
府
系
金
融
機
関
。

○
相
談
日
…
四
月
二
十
一
日

（
水
）、
六
月
十
六
日（
水
）、
九

月
十
五
日（
水
）、
十
一
月
十
七

日（
水
）

○
場
所
…
太
田
商
工
会
議
所
二

階
相
談
室

○
相
談
料
…
全
て
無
料

　

お
問
い
合
わ
せ
は
（　

〇
二

七
六
―
四
五
―
二
一
二
一
）
ま

　
　
　

で
。

　

つ
つ
じ
の
名
所
、
館
林
市
の
県
立
つ
つ
じ
が
岡
公
園
が
四
月
十
五
日
（
木
）か

ら
五
月
十
五
日（
土
）ま
で
の
一
カ
月
間
開
園
さ
れ
る
。

　

面
積
十
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
（
約
三
万
三
千
坪
）の
園
内
に
は
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
を

は
じ
め
、
五
十
余
品
種
一
万
株
の
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
誇
り
、
中
で
も
高
さ
五
メ
ー

ト
ル
に
も
及
ぶ
古
木
を
は
じ
め
、
樹
齢
八
百
年
を
超
え
る
巨
樹
群
は
世
界
に
類
が

無
い
。
つ
つ
じ
の
開
花
時
期
は
、
四
月
中
旬
か
ら
五
月
上
旬
。
こ
れ
ら
が
色
と

り
ど
り
に
咲
き
揃
う
頃
に
は
、
園
内
す
べ
て
が
息
を
の
む
ほ
ど
の
美
し
さ
。

○
料
金　

大
人
（
高
校
生
以
上
）
五
百
円
、
団
体
（
二
〇
人
以
上
）
四
百
円
、

共
通
券
（
公
園
・
温
室
・
水
産
学
習
館
）
七
百
円
。

　

ま
た
期
間
中
、
館
林
商
工
会
議
所
で
は
館
林
市
物
産
振
興
協
会
等
の
共
催
に

よ
り
、
郷
土
物
産
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
市
内
の
特
産
品
を
展
示
す
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
館
林
市
観
光
協
会
（　

〇
二
七
六
―
七
二
―
四
一
一
一
）ま
で
。

　足利に春を告げる市民参加型の

ビッグイベント「足利まつり」が４

月29日（木）から５月５日(水)までの

期間、盛大に開催される。

　今回のテーマは「愛よ旅よ・・・

そして私」。魅力溢れる「足利まんな

か町」の紹介を盛り込み実施される｡

　まつりのメインは４月29日（木）に

中橋北イベント広場で行われる「グ

リーンフェスティバル」で、春の心

地良い風を感じながらの健康ハイキ

ング「渡良瀬ウォーク」やミニＳＬ

乗車会、特設ステージでのヒーロー

ショーなど、家族揃って楽しめる盛

りたくさんのイベントが計画されて

いる。

　また期間中は、足利市の産業の神

様である織姫神社の春季例大祭や、

市民団体による各種スポーツ大会の

ほか、鑁阿寺と足利学校、栗田美術

館そしてあしかがフラワーパークで

構成される「日本一の足利三名所」

でも、趣向を凝らした様々なイベン

トが行われる予定。

　詳細は、実行委員会事務局（足利

商工会議所　0284-41-1354）まで。

　

桐
生
商
店
連
盟
協

同
組
合
は
、
市
街
地

の「
賑
わ
い
の
復
活
」

に
向
け
て
、「
ま
ち
な

か
無
料
貸
自
転
車
事

業
」
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
、「
健

康
で
環
境
に
や
さ
し

い
自
転
車
」
を
活
用

施
設
に
置
き
、
各
施
設
で
申
し

込
み
、
自
由
に
利
用
し
て
も
ら

う
。
ま
た
、
利
用
後
は
五
ヶ
所

の
ど
ち
ら
に
返
し
て
も
よ
い
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　

設
置
施
設
は
次
の
五
ヶ
所
。

①
有
鄰
館
内
（
本
町
二
丁
目
）

②
本
町
三
丁
目
商
店
街
事
務
所

前
③
中
央
商
店
街
ジ
ョ
イ
タ
ウ

ン
広
場
内
（
本
町
五
丁
目
）
④

末
広
町
商
店
街
内
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅

北
口
、
桐
生
市
民
活
動
推
進
セ

ン
タ
ー
ゆ
い
（
末
広
町
）
⑤
錦

町
商
店
街
内
、
錦
町
郵
便
局
前

（
錦
町
二
丁
目
）

　

受
付
時
間
は
午
前
十
時
～
午

後
四
時
（
有
鄰
館
の
み
午
後
五

時
ま
で
）

　

問
い
合
わ
せ
は
同
連
盟
事
務

局
（
桐
生
商
工
会
議
所
商
業
課

内　

〇
二
七
七
―
四
五
―
一
二

〇
一
）
ま
で
。

す
る
こ
と
で
、
中
心
市
街
地
の

買
い
物
客
や
観
光
施
設
に
訪
れ

る
人
々
の
利
便
性
と
回
遊
性
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
。
昨

年
九
月
の
開
始
以
来
、
市
内
外

の
利
用
者
か
ら
好
評
を
得
て
い

る
。

　

無
料
自
転
車
は
十
五
台
。
三

台
ず
つ
を
市
内
五
ヶ
所
の
拠
点

国
際
協
力
銀
行「
移
動
相
談
室
」を
開
設

　

企
業
の
海
外
進
出
を
支
援

世界一のつつじ
県立つつじが岡公園オープン
園内に郷土物産コーナーを開設

買
物
・
観
光
も
快
適
に
！

　

ま
ち
な
か
に
無
料
貸
自
転
車

テーマは

｢愛よ旅よ･･･そして私｣

第35回 足利まつり

桐
生
商
店
連
盟

満
開
の
桜
を
見
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト

　

夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
き
れ
い

さ　　の
桜まつり

４４(日)

当
所
生
命
共
済
制
度

か
ら
の
お
知
ら
せ


